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イ
ギ
リ
ス
人

は
感
情
に
流
さ

れ
ず
常
に
冷
静

に
実
利
で
動
く

国
民
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

Ｅ
Ｕ
離
脱
と
い
う
想
像
外
の

展
開
と
な
っ
た
。
高
齢
者
層

が
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
感

情
的
に
移
民
や
難
民
へ
の
拒

否
反
応
を
抑
え
ら
れ
な
い
事

が
票
に
反
映
し
た
の
か
。
高

齢
者
の
能
力
劣
化
は
体
力
か

ら
始
ま
り
、
次
い
で
知
力
が

衰
え
、
感
情
は
長
く
健
全
さ

を
維
持
す
る
は
ず
だ
が
。

　

目
や
手
先
が
弱
り
な
が

ら
、
涙
も
ろ
く
な
っ
て
患
者

へ
の
同
情
心
が
増
し
診
療
を

続
け
る
医
者
の
例
は
古
く
か

ら
知
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ

人
だ
っ
た
か
、
有
名
な
外
科

医
で
手
術
中
に
突
然
自
分
の

脳
血
管
障
害
で
、
患
者
を
死

な
せ
て
し
ま
っ
た
例
を
読
ん

だ
こ
と
が
あ
る
。
個
人
的
な

政
治
判
断
の
ミ
ス
は
、
大
集

団
に
集
積
さ
れ
る
と
オ
ペ
の

失
敗
よ
り
も
深
刻
な
歴
史
的

惨
事
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

　

人
は
痛
い
目
に
遭
っ
て
学

習
す
る
。
私
は
酒
の
飲
み
す

ぎ
で
の
排
尿
困
難
の
苦
痛
の

経
験
か
ら
学
習
し
た
が
、
過

去
の
世
界
戦
争
は
は
る
か
に

大
き
な
教
材
で
あ
る
。
今
は

イ
ギ
リ
ス
人
の
特
技
で
あ
る

復
元
修
正
能
力
の
高
さ
に
期

待
す
る
し
か
な
い
。

今日の数字

1030
　子ども医療費助成で窓口負担
が無料の自治体数。全体の６
割。大阪は全市町村で負担有り。

　

１
９
７
６
年
京
都
大
学
博

士
課
程
経
済
学
研
究
科
単
位

取
得
満
期
退
学
、
関
西
大
学

商
学
部
教
授
、
大
阪
自
治
体

問
題
研
究
所
前
理
事
長
、
日

本
租
税
理
論
学
会
理
事
長
。

編
書
に
『
現
代
租
税
の
理
論

と
思
想
』『
所
得
税
の
理
論

と
思
想
』
な
ど
。

　

１
９
７
９
年
弘
前
大
学
医

学
部
卒
業
、
外
科
医
。
前
埼

玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院
院
長

補
佐
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制

度
研
究
会
副
理
事
長
。
著
書

に
『
本
当
の
医
療
崩
壊
は
こ

れ
か
ら
や
っ
て
く
る
』『
医

療
を
つ
く
り
変
え
る
33
の
方

法
』
な
ど
多
数
。

　

な
ぜ
救
急
患
者
の
「
受
け

入
れ
不
能
」
は
止
ま
ら
な
い

の
か
。
日
本
の
医
師
は
11
万

人
不
足
。
高
齢
者
激
増
時
代

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
費

を
圧
縮
す
る
政
府
…
…
。

　

本
田
氏
は
還
暦
を
機
に
２

０
１
５
年
に
現
場
の
医
師
を

辞
め
、
日
本
の
医
療
政
策
の

問
題
点
を
市
民
目
線
で
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
全

国
各
地
を
奔
走
し
、
講
演
し

て
い
る
。

　

危
機
に
瀕
す
る
国
民
皆
保

険
制
度
を
私
た
ち
は
守
れ
る

の
か
、
国
が
国
民
・
患
者
に

知
ら
れ
た
く
な
い
日
本
の
医

療
の
真
実
を
踏
ま
え
、
医
療

再
生
の
展
望
を
呼
び
か
け

る
。

消
費
税
に
頼
ら
な
い

道
を
考
え
る

　

午
前
の
部
で
は
、
社
会
保

障
費
の
抑
制
と
消
費
税
増
税

を
セ
ッ
ト
で
進
め
る
政
府
の

方
針
を
検
証
す
る
。

　

大
企
業
と
富
裕
層
の
税
逃

れ
を
放
置
す
る
一
方
で
、
社

会
保
障
財
源
を
理
由
に
庶
民

へ
の
負
担
増
を
喧
伝
す
る
政

府
。
財
政
再
建
、
消
費
税
増

税
、
法
人
税
、
資
産
フ
ラ
イ

ト
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
な

ど
、
財
政
と
暮
ら
し
の
行
方

を
考
え
る
。

リ
リ
ー
ス
を
報
道
機
関
に
送

付
し
た
。
同
23
日
に
は
マ
ス

・
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
を
保
険

医
会
館
で
開
き
、
読
売
・
朝

日
・
毎
日
・
日
経
・
共
同
通

信
の
５
社
が
参
加
。
辻
本
勝

副
理
事
長
、
伊
津
進
弘
理
事

・
相
談
役
が
出
席
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
受
診
で
き

ず
に
口
腔
崩
壊
に
至
っ
た
事

例
や
歯
科
技
工
士
の
長
時
間

・
低
賃
金
労
働
の
実
態
な
ど

を
示
し
、
問
題
の
解
決
を
訴

え
た
。
記
者
か
ら
は
、「
高

校
生
の
受
診
率
が
低
い
の
は

３
割
負
担
が
影
響
し
て
い
る

の
か
」「
歯
科
技
工
物
の
需

要
は
減
っ
て
い
る
の
か
」
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
医
療

費
助
成
制
度
の
拡
充
や
低
歯

科
診
療
報
酬
の
改
善
な
ど
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。

問
題
の
象
徴
的
な
事
例
と
し

て
調
査
結
果
を
紹
介
し
た
。

　

学
校
歯
科
治
療
調
査
は
昨

年
２
月
に
府
内
の
全
公
立
小

・
中
・
高
校
を
対
象
に
実
施

し
た
も
の
で
、
経
済
的
な
事

情
を
背
景
に
し
た
口
腔
崩
壊

の
児
童
・
生
徒
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
歯

科
健
診
で
「
要
受
診
」
と
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受

診
で
き
て
い
な
い
状
況
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し

た
。

果
と
共
に
、
▽
背
景
に
貧
困

や
家
庭
の
問
題
が
あ
る
▽
口

腔
崩
壊
の
児
童
・
生
徒
が
府

内
に
推
計
で
２
０
０
０
人
以

上
―
―
な
ど
の
協
会
の
分
析

を
掲
載
し
た
。

　

『
読
売
新
聞
』
は
「『
口

腔
崩
壊
』
児
童
府
内
89
小
学

校
に
」
と
の
見
出
し
で
掲

載
。『
共
同
通
信
』
は
「
歯

が
悪
い
児
童
の
半
数
、
受
診

せ
ず　

貧
困
背
景
」
と
の
記

事
を
配
信
し
た
。『
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
』
は
子
ど
も
の
貧
困

た
」
と
の
協
会
の
コ
メ
ン
ト

を
示
し
、
自
治
体
に
医
療
費

助
成
の
拡
充
な
ど
を
求
め
る

こ
と
も
紹
介
し
た
。

　

『
朝
日
新
聞
』
は
地
方
面

の
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
報

道
。「
歯
科
『
要
治
療
』
の

６
割
未
受
診
か
」
と
の
見
出

し
で
取
り
上
げ
た
。
調
査
結

に
わ
た
っ
て
調
査
結
果
を
取

り
上
げ
た
。「
調
査
で
は
貧

困
の
た
め
歯
科
医
に
か
か
る

費
用
が
な
い
例
も
報
告
さ
れ

　

関
西
の
ニ
ュ
ー
ス
枠
で
報

じ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、「
子
ど
も

の
６
割
以
上
、
虫
歯
な
ど
を

放
置
」
と
し
て
、
２
分
近
く

　

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問

題
化
す
る
な
か
、
口
腔
崩
壊

や
未
受
診
の
子
ど
も
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
た
協
会
の
学

校
歯
科
治
療
調
査
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
６
月
16
日

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
お
は
よ

う
関
西
」
の
報
道
に
続
き
、

『
朝
日
新
聞
』『
読
売
新

聞
』
が
同
24
日
付
で
、『
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
』
が
７
月
１
日

付
で
そ
れ
ぞ
れ
調
査
結
果
を

紹
介
し
た
。
ま
た
、『
共
同

通
信
』
が
記
事
を
配
信
し
、

全
国
の
地
方
紙
や
ネ
ッ
ト
ニ

ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

ト
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
た

患
者
や
歯
科
技
工
所
の
深
刻

な
状
況
を
広
く
知
ら
せ
る
た

め
、
６
月
８
日
付
で
プ
レ
ス

　

協
会
は
、
学
校
歯
科
治
療

調
査
を
は
じ
め
、
受
診
実
態

調
査
や
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
の
歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー

　

協
会
は
毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
８
月

21
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く
。
午
前
の
部
は
財

政
問
題
に
詳
し
い
鶴
田
廣
巳
氏
（
関
西
大
学
商
学

部
教
授
）
が
日
本
の
財
政
再
建
と
社
会
保
障
財
源

に
つ
い
て
講
演
す
る
。
午
後
の
部
は
市
民
講
座
と

し
て
、
産
科
医
や
地
方
の
医
師
不
足
の
背
景
と
政

府
の
対
策
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
医
師
の
本
田
宏

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長
）

が
講
演
す
る
。

鶴
田
廣
巳
氏

本
田　

宏
氏

サマーセミナー2016 政
府
が
隠
す
医
療
崩
壊
の
真
相

政
府
が
隠
す
医
療
崩
壊
の
真
相

本
田
宏
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度

研
究
会
副
理
事
長　
　

）が
講
演

サマーセミナー2016

融資対象

次の条件をいずれも満たしている方
① 大阪府歯科保険医協会の会員で大阪府内にて開業されている方
（新規開業も含む）
② 社会保険診療報酬支払基金・国民健康保険団体連合会からの診
療報酬の振込銀行として京都銀行を指定できる方

資金種類 新規開業資金 子弟教育資金 設備資金 運転資金

融資限度額 3000万円以内 2000万円以内 １億3000万円以内 1000万円以内

融資期間 10年以内 ７年以内 20年以内 ３年以内

返済方法 元金均等 元金均等 元金均等 元金均等

融資利率
（変動金利）

通常金利 年1.475％　　　　
⇒年1.075％

通常金利 年1.275％　　　　　　
⇒年0.875％

手数料 キャンペーン中は無料！（通常手数料：融資金額×0.1％）
※お問い合わせは共済部（TEL06-6568-7438）までお願いします

日時　８月21日（日）
　　　10時30分～15時
会場　Ｍ＆Ｄホール　　会費　無料
定員　100人

▽午前の部（10時30分～12時15分）
　「社会保障財源に消費税は必要か」
　講師　鶴田廣巳氏（関西大学教授）

▽午後の部（13時～15時）
　市民講座「本当の医療崩壊は
 これからやってくる」
　講師　本田宏氏（外科医）

※午前・午後通しで参加される方は
　昼食（弁当）有り
※参加申し込みは事務局まで
　℡06-6568-7731学校歯科治療調査を報じるNHK、新聞各紙

学校歯科
治療調査

新
聞
・
テ
レ
ビ
が
報
道

マ
ス
コ
ミ
各
社
と
懇
談

子
ど
も
の
口
腔
崩
壊
問
題
に
注
目

受
診
実
態
、
歯
科
技
工
な
ど

京
都
銀
行

提
携
融
資

特別金利キャンペーン
通常金利から年0.4％優遇、手数料無料

2017年
３月末まで


